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｜
あ
さ
や
（
昼
食
）
｜
日
光
猿
軍

団
の
シ
ョ
ー
｜
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

古
賀
志（
梨
狩
り
）。
楽
し
い
思
い

出
と
と
も
に
帰
路
に
着
い
た
。

▼
お
酉
様
は
、

田
沼
老
中
の
明

和
頃
が
大
賑
い

で
、
鷲
神
社
の

鷲
と
い
う
鳥
の

王
様
に
ち
な
ん
で
か
、
博
打
打
つ

人
の
信
仰
を
集
め
、
鉄
火
場
が
所

狭
し
と
開
か
れ
、
利
根
川
上
り
の

船
の
中
で
も
サ
イ
が
振
ら
れ
た
程

ら
し
い
。
次
の
安
永
時
代
、
博
打

禁
止
令
が
出
て
、
遠
路
わ
ざ
わ
ざ

の
楽
し
み
が
消
え
、
人
影
も
少
な

く
な
り
、
吉
原
に
近
い
浅
草
の
お

酉
様
が
人
気
を
集
め
た
と
あ
る
。

▼
当
時
の
お
酉
様
に
関
す
る
川
柳

に
は
、
博
打
と
吉
原
を
読
み
込
ん

だ
句
が
多
い
が
、
旦
那
衆
専
売
で

な
く
、
外
出
の
少
か
っ
た
お
か
み

さ
ん
達
が
、
来
年
の
幸
せ
を
願
う

熊
手
を
担
ぐ
姿
の
浮
世
絵
も
描
か

れ
て
お
り
、
お
か
み
さ
ん
に
と
っ

て
も
お
酉
様
は
、
ま
た
と
な
い
楽

し
み
で
あ
っ
た
事
が
伺
え
る
。

▼
今
年
の
夏
は
、
酷
暑
で
厳
し
か

っ
た
せ
い
も
あ
り
、
冷
た
い
風
が

心
地
よ
い
師
走
前
の
こ
の
一
時
。

博
打
や
女
人
な
ど
楽
し
み
が
時
の

流
れ
で
変
わ
っ
た
が
、
今
尚
お
酉

様
は
信
仰
さ
れ
、
楽
し
み
で
も
あ

る
。

（
美
文
）

会
員
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

9
月
9
日
㈰
、
総
勢
１
５
３
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

コ
ー
ス
は
、
日
光
お
か
き
工
房

会
員
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

早
秋
の
日
光
・
鬼
怒
川
で

おかき工房で買物豪華ホテルあさやで昼食

猿軍団の楽しいショー梨狩りで旬を食す

別
川
は
温
泉
の
影
響
を
受
け
て
、

温
泉
近
く
で
は
川
に
温
泉
が
流
れ

込
む
た
め
、
川
の
水
が
白
濁
し
、

魚
も
あ
ま
り
捕
れ
な
か
っ
た
た
め

だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
茨
城
県
稲
敷
市
で
、

娘
と
妻
と
そ
の
親
、
及
び
そ
の
親

と
住
ん
で
お
り
ま
す
。
茨
城
と
い

っ
て
も
、
す
ぐ
側
を
利
根
川
が
流

れ
、
千
葉
県
香
取
郡
・
市
と
接
し

て
お
り
、
ち・
ば・
ら・
き・
県
（
千
葉
の

人
た
ち
は
自
ら
を
蔑
む
と
き
に
使

う
よ
う
で
す
。）と
言
わ
れ
て
い
る

地
域
で
す
。
合
併
し
て
市
と
は
な

り
ま
し
た
が
、
家
の
周
り
は
す
べ

て
田
ん
ぼ
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
さ

に
田
園
地
帯
で
白
鷺
が
優
雅
に
舞

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

江
東
東
署
は
初
め
て
の
勤
務
で

す
が
、
亀
戸
に
は
、
勤
労
福
祉
会

館
（
現
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
）
が
あ

っ
た
頃
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習

で
ほ
ぼ
毎
週
来
て
い
た
た
め
、
懐

か
し
い
思
い
が
し
ま
す
。
現
在
は

高
い
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
だ
街
の
変

化
に
驚
い
て
い
る
次
第
で
す
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
法
人
会
の
皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
45
年
に
板
橋
税
務
署
に
赴

任
し
て
以
来
三
十
七
年
が
経
ち
、

故
郷
を
離
れ
た
歳
月
の
方
が
倍
も

長
く
な
り
ま
し
た
。

私
の
故
郷
は
、
北
海
道
登
別
市

で
す
。
登
別
温
泉
で
皆
様
も
ご
存

じ
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
私
が
育

っ
た
の
は
、
温
泉
と
は
離
れ
た
と

こ
ろ
で
、
当
時
は
富
士
製
鉄
（
現

新
日
鐵
）
の
室
蘭
製
鉄
所
の
職
員

住
宅
の
あ
る
街
で
し
た
。
私
の
育

っ
た
近
く
に
幌
別
川
が
あ
り
、
温

泉
の
方
に
登
別
川
が
あ
り
ま
す
。

ホ・
ロ・
ベ・
ツ・
と
い
う
の
は
、
ア
イ
ヌ

語
で
「
大
き
な
」
と
か
「
豊
か
な
」

川
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
同
じ
く
ア
イ
ヌ
語
で
「
濁

っ
た
」
川
と
い
う
意
味
の
ノ・
ボ・
リ・

ベ・
ツ・
と
比
べ
て
の
こ
と
で
す
。
登

江
東
東
税
務
署

法
人
課
税
第
４
部
門
統
括
官

根
本

正
敏

ま
い
ぷ
ろ
ふ
ぃ
ー
る
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年末調整等説明会日程表

開催月日 開始時間(開場時間) 地域別等 説 明 会 場

午前10時
(開場午前９時30分)

亀戸・東砂

11月15日㈭

江東区亀戸文化センター
(カメリアプラザホール)
※駐車スペースがありませ
んので、お車での来場は
ご遠慮ください。

午後１時30分
(開場午後１時)

大島・北砂
南砂・新砂

▼
本
年
の
年
末
調
整
等
説
明
会
は
、

下
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
説
明
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１

平
成
十
九
年
分
年
末
調
整

の
し
か
た

２

法
定
調
書
記
載
の
し
か
た

３

給
与
支
払
報
告
書
の
記
載

の
し
か
た

４

質
疑
応
答

▼
年
末
調
整
等
説
明
会
開
催
の
案

内
書
類
の
中
に
は
、
源
泉
所
得

税
の
納
付
書
（
整
理
番
号
及
び

法
人
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
）
が
一
年
分
同
封
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
確
認
の
う
え
、
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
調
整
関
係
の
諸
用
紙
は
、

同
封
の
請
求
書
に
記
入
の
う
え
、

受
付
に
提
出
し
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

年
末
調
整
等
説
明
会

今
年
も
年
末
調
整
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

説
明
会
に
出
席
し
て
誤
り
の
な
い
事
務
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

１
５
０
社
の
加
入
目
標
達
成
を
め
ざ
し
て

｜
会
員
増
強
決
起
大
会
を
開
催
｜

支
部
長
会

9
月
20
日
㈭
に
ア
ン
フ
ェ
リ
シ

オ
ン
で
本
部
役
員
、
支
部
長
、
支

部
幹
部
、
各
部
会
幹
部
な
ど
１
０

５
名
が
参
加
し
て
支
部
長
会
（
会

員
増
強
決
起
大
会
）
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
佐
野
会
長
が
「
目
標
達

成
の
た
め
に
、
本
部
、
支
部
が
一

体
と
な
り
組
織
を
あ
げ
て
会
員
増

支
部
長
の
両
氏
か
ら
当
会
の
会
員

増
強
活
動
に
対
す
る
激
励
の
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
細
谷
組
織
委
員
長
か

ら
、「
会
員
増
強
月
間
は
9
月
〜
12

月
ま
で
と
し
、
増
強
目
標
数
は
１

５
０
社
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
本

部
役
員
、
組
織
委
員
、
各
部
会
員

は
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
支
部
に

は
り
つ
き
、
支
部
役
員
と
共
に
加

入
勧
奨
を
行
う
。」な
ど
の
本
年
度

の
会
員
増
強
活
動
の
具
体
的
施
策

の
説
明
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
、
昨
年
度
の
会
員
増

強
活
動
の
実
践
報
告
に
つ
い
て
二

つ
の
支
部
の
支
部
長
か
ら
報
告
さ

れ
、
ま
ず
三
原
大
島
第
4
支
部
長

が
「
訪
問
先
に
お
い
て
『
法
人
会

に
加
入
す
れ
ば
地
域
の
皆
さ
ん
と

お
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
が
ご
商
売
の
う
え
で
も
き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す
よ
』
と
言
っ

て
加
入
勧
奨
し
た
の
が
好
結
果
に

つ
な
が
っ
た
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
木
下
東
砂
第
3
支
部

長
が
「
良
い
助
っ
人
を
見
つ
け
る

こ
と
が
重
要
。
大
同
生
命
の
職
員

さ
ん
は
地
域
情
報
を
沢
山
も
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
職
員
さ
ん
と
と

も
に
訪
問
す
る
と
効
果
的
で
あ

る
」
と
報
告
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
談
会
で

は
、
本
年
度
の
会
員
増
強
目
標
数

の
達
成
を
祈
念
し
て
、
松
本
副
会

長
の
発
声
に
よ
り
威
勢
良
く
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
、
積
田
副

会
長
の
中
締
め
で
支
部
長
会
及
び

懇
談
会
が
終
了
し
た
。

細谷

委員長

会員増強を呼びかける鯨岡副会長

強
活
動
に
臨
む
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
鯨
岡
組
織
担
当
副
会

長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
た
長
岡
江
東
東
税
務
署
長
、

矢
部
東
京
税
理
士
会
江
東
東
支
部

目標達成をめざしてガンバルぞー
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平
成
20
年
度
税
制
改
正
要
望
大

会
が
9
月
27
日
㈭
に
新
潟
市
の
朱

鷺
メ
ッ
セ
に
お
い
て
、
法
人
会
全

国
大
会
の
式
典
の
プ
ラ
グ
ラ
ム
の

一
部
に
組
み
込
ま
れ
る
形
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
2
千
人
の
会
員

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

当
日
は
ま
ず
、
記
念
講
演
と
し

て
東
洋
大
学
経
済
部
教
授
の
松
原

聡
氏
が
「
日
本
経
済
活
性
化
の
切

り
札
を
探
る
」
と
題
し
「
国
民
の

将
来
に
不
安
が
あ
る
か
ら
、
個
人

消
費
が
向
上
し
な
い
。
そ
の
不
安

を
解
消
す
る
政
治
が
急
が
れ
る
。

今
は
先
が
読
み
づ
ら
い
時
代
に
あ

る
。
こ
の
時
こ
そ
経
営
者
の
ア
イ

デ
ア
が
会
社
の
浮
沈
の
カ
ギ
を
握

っ
て
い
る
」
と
講
演
さ
れ
た
。

続
い
て
の
法
人
会
全
国
大
会
の

式
典
で
は
、
安
西
全
法
連
会
長
の

主
催
者
挨
拶
、
牧
野
国
税
庁
長
官

ら
の
来
賓
祝
辞
に
続
き
、
税
制
改

正
要
望
大
会
が
開
か
れ
、
金
田
全

法
連
税
制
委
員
長
（
東
法
連
副
会

長
）
が
平
成
20
年
税
制
改
正
に
関

す
る
提
言
に
つ
い
て
趣
旨
説
明
を

行
っ
た
。

同
委
員
長
は
、
①
法
人
税
基
本

税
率
の
引
き
下
げ＝

国
際
競
争
力

確
保
の
観
点
か
ら
も
法
人
税
の
基

本
税
率
に
つ
い
て
地
方
税
も
含
め
、

よ
り
一
層
の
引
き
下
げ
を
求
め
る

②
中
小
企
業
軽
減
税
率
の
引
き
下

げ＝

現
行
の
軽
減
税
率
を
22
％
か

ら
20
％
程
度
へ
引
き
下
げ
、
適
用

課
税
所
得
金
額
を
1
千
5
百
万
円

程
度
へ
引
き
上
げ
る
③
事
業
承
継

税
制＝

◎
欧
米
並
み
の
制
度
の
確

立
◎
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
課

税
価
格
の
減
額
措
置
◎
相
続
時
精

算
課
税
制
度
の
拡
充
、
な
ど
を
平

成
20
年
度
の
法
人
会
の
税
制
改
正

要
望
事
項
の
最
重
点
事
項
と
説
明

し
た
。

説
明
後
、
角
間
全
法
連
副
会
長

か
ら
大
会
宣
言
が
別
掲
の
と
お
り

力
強
く
読
み
上
げ
ら
れ
、
同
大
会

は
終
了
し
た
。

同
大
会
に
は
、
当
会
か
ら
も
、

中
村
税
制
担
当
副
会
長
、
安
中
税

制
委
員
長
に
加
え
、
松
本
副
会
長
、

三
浦
副
会
長
、
中
村
専
務
理
事
の

5
名
が
出
席
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
で
採
択
さ
れ

た
平
成
20
年
度
税
制
改
正
要
望
事

項
は
今
後
、
全
法
連
は
自
民
党
及

び
関
係
機
関
に
、
ま
た
県
連
及
び

単
位
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
選
出

の
国
会
議
員
に
対
し
て
陳
情
活
動

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

20年度

税制改正

要望大会

国
際
競
争
力
確
保
の
観
点
か
ら
も

｜
法
人
税
基
本
税
率
の
引
き
下
げ
を
｜

全国から2,000人が参加

当会役員の皆さん

大 会 宣 言

われわれ法人会は、半世紀を超える歴史を通じ、「健全な

納税者の団体」「よき経営者をめざすものの団体」として、

税の活動を中心に広く社会への貢献活動を展開し、全国有

数の公益法人として地位を固めてきたところである。

この自負のもと、今後は公益法人制度改革を踏まえ、租

税教育などの税の啓発活動を積極的に展開し、広く国民か

ら受け入れられる法人会づくりを目指すとともに、自ら公

益性と透明性を高めるための不断の努力をここに誓うもの

である。

一方、日本経済は、回復基調にあるものの、全般的に回

復の実感に乏しく、多くの中小企業が景気回復の恩恵を受

けずに、依然、厳しい状況下に置かれている。さらに、先

進国に類をみない少子高齢社会の到来が社会保障費等の急

増をもたらし、財政再建を困難にしている。

いまこそ、国および地方自治体においては、「聖域なき行

財政改革」を断行するとともに社会保障制度改革を行い、

国民の安心感と信頼を回復させることが急務である。

また、税制改革にあたっては、税制を簡素化するととも

に、地域経済の担い手である中小企業の活性化に資する税

制、努力したものが報われる税制を確立すべきである。具

体的には、法人税率の引き下げ、事業承継税制の確立を最

重要課題として提言するものである。

納税意識の向上に努めてきた法人会は、ここに全国の会

員企業の創意として、以上宣言する。

平成19年9月27日

全国法人会総連合全国大会
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9
月
研
修
会
は
9
月
7
日
㈮
、

講
師
に
税
理
士
の
尾
崎
敏
紀
氏

（
元
江
東
東
税
務
署
長
）を
迎
え
て

鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
⑴
新
減
価
償
却
制
度
⑵
特

殊
支
配
同
族
会
社
の
役
員
給
与
の

損
金
不
算
入
制
度
⑶
特
定
同
族
会

社
の
留
保
金
課
税

制
度
等
々
、
盛
り

沢
山
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
そ
れ
以
外

の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
説
明
し
た
い
。

⑷
資
本
的
支
出

を
行
っ
た
場
合
は

原
則
と
し
て
、
そ

の
支
出
の
対
象
と

な
っ
た
減
価
償
却

資
産
を
新
た
に
取

得
し
た
も
の
と
す
る
。（
従
来
は
、

そ
の
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額

に
加
算
し
て
い
た
）
⑸
役
員
給
与

の
損
金
算
入
の
見
直
し
①
定
期
同

額
給
与
で
の
注
意
点
。
イ
・
臨
時

株
主
総
会
に
お
け
る
増
額
や
減
額

平
成
19
年
度
税
制
改
正
に
お
け
る

役
員
給
与
の
取
扱
い

源
泉
部
会
研
修
会

恒
例
の
税
務
研
究
部
会
の
一
泊

研
修
会
が
9
月
4
日
㈫
に
、
箱
根

湯
本
の
河
鹿
荘
に
お
い
て
部
会
員

25
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
当
会
前
会
長
で
顧
問

の
渡
辺
孝
至
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
て
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
」
と
題

し
、
法
人
会
と
の
関
わ
り
、
今
後

の
法
人
会
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
に

つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
次
の
よ
う
に
講
演
さ
れ
た
。

〔
講
演
要
旨
〕

私
が
法
人
会
に
関
わ
っ
た
の
は
、

昭
和
46
年
に
発
足
し
た
青
年
部
会

か
ら
で
初
代
部
会
長
を
5
年
間
つ

と
め
た
。
そ
の
後
、
組
織
部
、
総

務
部
を
経
て
、
総
務
担
当
副
会
長

を
15
年
間
つ
と
め
、
平
成
11
年
に

会
長
に
就
任
し
、
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
6
年
間
会
長
を
つ
と
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

33
年
間
の
法
人
会
活
動
を
通
じ

て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

そ
の
中
で
の
一
番
は
、
人
の
上
に

た
っ
て
組
織
を
ま
と
め
て
い
く
に

は
、
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
人
々

を
ま
ず
信
頼
し
よ
う
、
そ
の
言
動

に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
お
お
ら

か
な
気
持
ち
で
見
守
っ
て
い
く
よ

う
な
度
量
、
広
い
心
を
持
つ
と
い

う
こ
と
の
大
切
さ
で
あ
る
。

過
日
の
内
閣
改
造
で
、
太
田
弘

子
さ
ん
が
経
済
財
政
諮
問
会
議
の

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
就
任
し

た
。
こ
の
太
田
さ
ん
が
「
地
域
経

済
の
立
て
直
し
に
重
点
を
置
き
た

い
。
当
面
は
地
域
の
問
題
点
等
に

つ
い
て
、
審
議
会
の
4
名
の
民
間

議
員
を
地
域
に
出
向
さ
せ
て
、
し

か
る
べ
き
方
々
と
議
論
を
し
な
が

ら
、
一
緒
に
対
策
を
考
え
る
取
り

組
み
を
年
内
に
始
め
て
い
き
た

い
。」と
語
っ
た
。
私
は
、
地
域
経

済
の
実
態
、
情
報
を
発
信
で
き
る

の
は
法
人
会
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
全
法
連
、
東
法
連
が
、

同
諮
問
会
議
に
対
し
て
「
地
域
情

報
に
つ
い
て
は
、
法
人
会
が
発
信

し
ま
す
よ
。」
と
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
、
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
法
人
会

の
存
在
感
は
一
段
と
高
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
、
当
会
の
中
村
専
務
理
事

に
全
法
連
、
東
法
連
に
対
し
て
、

積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
よ

う
働
き
か
け
を
依
頼
し
て
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
法
人
会
は
そ
れ
ぞ

れ
の
単
会
の
中
で
、
コ
ツ
コ
ツ
と

や
っ
て
い
る
だ
け
で
は
閉
塞
を
起

こ
し
て
し
ま
う
。
も
っ
と
広
い
視

野
に
た
っ
て
国
の
政
策
を
考
慮
し

た
、
国
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
な

法
人
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

渡辺前会長

で
は
、
差
額
が
損
金
不
算
入
に
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ロ
・
但
し
、

期
中
で
新
た
に
社
長
に
な
っ
た
ケ

ー
ス
や
、
業
績
悪
化
が
明
白
な
ケ

ー
ス
は
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
税
務
署
に
事
前
に
相
談
す

る
こ
と
②
事
前
確
定
届
出
給
与
で

の
注
意
点
。
イ
・

今
回
の
賞
与
月
に

届
出
通
り
に
支
払

わ
な
か
っ
た
場
合
、

次
の
賞
与
月
に
届

出
通
り
に
支
払
っ

て
も
両
方
否
認
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
ロ
・（
従
来
は

利
益
処
分
と
し
て

な
ら
ば
、
い
く
ら

支
払
っ
て
も
よ
か

っ
た
。）
今
後
は
損
金
で
処
理
し
、

不
相
応
に
高
額
な
場
合
は
否
認
さ

れ
る
。

簡
潔
な
レ
ジ
メ
を
用
意
さ
れ
、

改
正
内
容
を
明
確
に
説
明
さ
れ
た

の
で
、判
り
易
い
研
修
会
で
あ
っ
た
。

広
い
視
野
に
た
っ
た
活
動
を

税
務
研
究
部
会
研
修
会

明確な説明に納得
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ユーモアを交えた講演



※ 詳しくは、江東東税務署 法人課税第１部門（03-3685-6311）へお尋ねください。
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献



法人会ニュース 江 東 ひ が し平成 19年 11月 1日 第 391 号 (８)

ご
利
用
く
だ
さ
い
！
電
子
申
告

東
京
都
で
は
、「
地
方
税
電
子
化

協
議
会
」
が
運
営
す
る
電
子
申
告

シ
ス
テ
ム
（eL

T
A
X
：

エ
ル
タ

ッ
ク
ス
）
を
利
用
し
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申
告
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
子
申
告

が
で
き
る
税
目
は
、
法
人
事
業

税
・
法
人
都
民
税
及
び
固
定
資
産

税
（
償
却
資
産
）
で
す
。

こ
れ
ま
で
都
税
事
務
所
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
で
行
っ
て
い
た
申
告

の
手
続
き
等
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
自

宅
か
ら
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が

共
同
で
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い

る
た
め
、
電
子
的
な
一
つ
の
窓
口

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体

に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

今
後
、
地
方
税
に
関
す
る
申

請
・
届
出
や
納
税
な
ど
の
手
続
き

に
つ
い
て
も
順
次
シ
ス
テ
ム
化
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

eL
T
A
X

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
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w
w
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x
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/

問

地
方
税
電
子
化
協
議
会

☎

０
５
７
０
）０
８
１
４
５
９

Ｉ
Ｔ
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

当
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

【
活
動
報
告
】を
更
新
し
て
お
り
ま

す
。
主
な
内
容
と
し
て
、
税
理
士
・

元
江
東
東
税
務
署
長
の
尾
崎
敏
紀

氏
に
よ
る
源
泉
部
会
一
泊
研
修
会

（
鴨
川
）の
模
様
や
、
総
勢
一
五
三

名
が
参
加
し
た
9
月
の
会
員
リ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
日
光
・
鬼
怒
川

方
面
）
の
様
子
を
写
真
入
り
で
紹

介
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
19
年
度

会
員
増
強
に
伴
う
支
部
長
会
や
社

会
貢
献
活
動「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」

の
様
子
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
】
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

解
り
や
す
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
や

「
税
を
考
え
る
週
間
・
会
員
大
会
」

特
集
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
会
員
情
報
】で
は
、
会
員
企
業
の

ご
紹
介
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
予
定

で
す
。
会
社
案
内
又
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
会
員
様
は
事

務
局
ま
で
、
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら

せ
下
さ
い
。
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◀ ▶
11月
５日㈪ 亀戸西３支部・亀戸東３支部合同研修会 午 後 ６ 時 亀戸西地区集会所

７日㈬ 源泉部会年末調整説明会 午前10時と午後１時30分の
２回

カメリアプラザ
５Ｆ・第２研修室

８日㈭ 亀戸第４支部研修会 午 後 ６ 時 亀戸北地区集会所

12日㈪ 税を考える週間」記念講演会・会員大会 午 後 ４ 時 亀戸天神社参集殿

13日㈫ 納税表彰式 午後３時 カメリアプラザ
ホ ー ル

15日㈭ 年末調整説明会 午前10時と午後１時30分の
２回

カメリアプラザ
ホ ー ル

20日㈫ 亀戸西６支部・亀戸東６支部合同研修会 午 後 ６ 時 亀戸西６町会会館

21日㈬ 新設法人説明会 午後１時30分 法 人 会 館

29日㈭ 亀戸第５支部研修会 午 後 ６ 時 亀戸５丁目町会会館

12月

４日㈫ 決算法人説明会 午後１時30分 カメリアプラザ
５Ｆ・第２研修室

５日㈬ 税務研究部会研修会 午 後 ３ 時 法 人 会 館

７日㈮ 第399回理事会 午 後 ３ 時 ホテルイースト21

14日㈮ 女性部会研修会 未 定 カメリアプラザ
研 修 室

１月
18日㈮ 源泉部会研修会 午 後 ３ 時 法 人 会 館

23日㈬ 新春講演会・新年賀詞交歓会 午 後 ４ 時 アンフェリシオン

24日㈭ 決算法人説明会 午後１時30分 カメリアプラザ
５Ｆ・第２研修室

◎役員会・委員会は省略してあります。お問い合わせは事務局まで。

発
行
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社
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発
行
人

佐
野
一
信

編
集
人

三
浦
繁
夫

印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱

管内法人数 5,542社 法人会員数 2,556社 加入率 46.12％（平成19年９月30日現在)

http://www.koto-higashi-h.or.jp/


